







































が野生型に比べて減少した。また、LRRTM1 と LRRTM2 においてはそれらの欠損変異体
で細胞表面への発現量が野生型に比べ増大した。これらの欠損変異体は野生型とは異なる
糖鎖修飾を受けていることから、LRRTMの細胞内領域は細胞内輸送機構に関与することが
示唆された。さらに一連の欠損変異およびアミノ酸置換変異実験により、シナプスへの集
積および発現量にかかわる細胞内領域の配列を特定した。最後に、シナプスへの集積効率
が低い LRRTM2の変異体を発現させた神経細胞では、野生型 LRRTM2を発現させたもの
と比べて、足場タンパク質の低い集積度合いを示した。以上の結果から、LRRTMの細胞内
領域による効率的なシナプスへの局在機構はシナプスの成熟化を促進することが示唆され
た。 
